
夢と希望を描き
幸せを実感できるまち

加古川

～Well-Being～

ＪＲ加古川駅周辺まちづくり（案）について
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● 本日は、「訪れたい加古川駅周辺」に向けた様々なアイデア

出しや「皆さんの幸福、まちの幸福」について議論していき

たいと考えています。

ぜひそのイメージをふくらませるための材料としてご覧いた

だきながら、加古川駅周辺の大まかな方向性をご理解いた

だければと思います。

● 各建物の整備イメージや事業スケジュールなどは、あくまで

行政としてのたたき台として策定しています。

今後、このたたき台を参考に、関係者や民間事業者などの

皆さんと計画の具体化を進めていきます。

補足説明



1 これまでの経緯

2

４

駅周辺における強みと弱み

整備イメージ

2

3 機能配置や各建物のイメージ



令和2年6月策定

・駅北口エリアの開発を起爆剤に
・駅南口の再開発へ

「 加古川駅周辺地区まちづくり構想」

新型コロナウイルス感染症の流行

JR加古川駅の南北を含めたまちづくり案を公表

コロナ禍の影響による事業の停滞⇒まちづくりの事業方針をさらに深度化

・駅北口エリアを先行して開発する事業計画を一時凍結
・サンライズビルやカピル２１ビルの老朽化対策を検討する時期に

・駅南北を一体的に再整備する新たな計画を検討
⇒駅周辺再整備の事業方針の深度化
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加古川市、特に駅周辺における強みと弱み
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加古川駅周辺における強みは・・・ ⇒ コンパクトシティが形成されている

500m

1km

JR加古川駅は新快速停
車駅。三宮まで29分、大
阪まで52分、姫路まで9分

加古川駅

ウェルネージかこがわ

加古川中央市民病院

カピル21

ニッケパークタウン

加古川東高等学校

かわまちづくり計画
対象エリア

【かわまちづくり】
「かわ」の魅力を活かし、
「まち」と一体となったソ
フト施策やハード施策を
実現することで、水辺空
間の質を高め、地域の
活性化や地域ブランド
を向上

駅周辺には、カピル21ビ
ル（ヤマトヤシキ）やニッ
ケパークタウンなどの大
規模小売店舗が集まり、
買い物等は便利

駅周辺には、加古川中
央市民病院やウェル
ネージかこがわが立地
するとともに、民間の医
療施設・高齢者施設が
集積

進学校の県立加古川東
高等学校が立地。
子育てプラザや図書館
も駅前に立地し、子育て
環境が充実

図書館・子育てプラザ

自
然

交
通

商
業

医
療

文
教
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強み

①JR加古川駅は新快速停車駅。三宮29分、大阪52分、姫路9分

②進学校の高校が立地。駅周辺に学習塾など教育施設も充実

子育て環境が充実（ファミリー層に好まれるまち）

鉄道利便性・子育て環境

県立加古川東高等学校
県内有数の進学校

国公立大学現役合格
216人

（2022年度）

③駅周辺には、大規模小売店舗が集まり、買い物等は便利

加古川市への転入者が住んでみて
良かった点
加古川市転入・転出に関するアン
ケート調査結果報告書(R2.3)

買い物などの日常生活
が便利49.9％

通勤・通学が便利
34.7％
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大規模小売店舗（1km圏内）
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強み

④充実した医療提供体制

医療・かわまちづくり

⑤「かわ」の魅力を活かし、「まち」と一体となった施策実施

病床数は６００床、医師数は約
２６０名、５大センター（消化器
センター、心臓血管センター、
こどもセンター、周産母子セン
ター、がん集学的治療セン
ター）を中心に３３診療科が密
接に連携し、最適な医療を提
供すべく、取り組みを進めてい
る。

救急医療において、小児・周産
期および循環器疾患に関して
は２４時間３６５日対応している。

西日本最大級のフロア面積を
有し、トップライトやガラス壁
面を採用し、明るく健康的な
シティホテルのような空間。

空港特別待合室を模したドッ
ク特別待合室や、プライバ
シーに配慮した女性専用フロ
アでゆったりと過ごせる。

ドックコースはライフスタイル
に合わせ８種類のコースから
選択可能。昼食は管理栄養
士監修による８種類の特別ラ
ンチを用意。

検査機器は最新の低線量ＣＴ
装置を導入し、被ばく量が少
なく精度の高い検査を受診可
能。

加古川市かわまちづくり計画

これまでシンポジウム、ワークショップやアンケート等で市民の皆さまからいただ
いた多くのアイデアや意見をもとに、「加古川市かわまちづくり計画」を策定し、令
和4年8月に国土交通省の「かわまちづくり支援制度」に登録された。

今後、この計画に基づき、国と市の役割分担に応じて、護岸や堤防、河川敷公
園などのハード整備や、賑わいの創出や民間事業者による営利活動の実施に
向けたソフト事業が計画的に推進。

加古川河川敷を活かした新たな賑わいづくりイベント

かわのまちマーケット
『かわまちづくり』プロジェクトの一環として、JR加古川駅から河川敷までの中心市

街地エリアをもっと活用しやすく楽しめるまちなか空間を実現するためのイベント、
「かわのまちマーケット」が寺家町商店街にて実施

加古川中央市民病院

加古川総合保健センター ウェルネージかこがわ
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加古川駅周辺における弱みは・・・

②若年層の市外への流出

①駅前空間の活性化が必要

⇒ 公共施設の老朽化・若年層の流出・駅前空間の再編

③駅前空間の再編の必要性

• 再開発事業により整備されたカピル21ビル及び
サンライズビルの老朽化

• 駅周辺が滞在空間として機能していない
⇒来訪者の滞在時間は～30分までが52％を占める

1990年（築32年）
1982年（築40年）

レジャー・娯楽施設が少ない
21.9％

駅前のにぎわいが足りない
25.5％
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2021年

加古川市の年齢別転出入者数
(2019～2021)

20～24歳の転出が突出
25～39歳も転出超過

平均400人弱

築33年（R4時点） 築40年（R4時点）

令和３年度 移動データを活用した地域の脱炭素化施策検討業務

加古川市からの転出者が住みにく
いと思う点
加古川市転入・転出に関するアン
ケート調査結果報告書(R2.3)

見守りカメラにより刑法犯認知件数
は設置前から半減している！

⇒市の施策の効果が出始めている
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【6階】加古川図書館（令和３年10月オープン）

【6階】加古川図書館（学習スペース） （令和３年10月オープン） 【5階】マイナンバーカードセンター（令和４年６月オープン）

現在のカピル21ビル内の公共施設(加古川図書館・マイナンバーカードセンター)

貸出冊数 一般図書 児童図書 合計
貸出冊数

（1月あたり平均）
R3年度
（4月～7月）

49,728 21,306 71,034 17,759

R4年度
（4月～9月）

130,974 72,190 203,164 33,861

貸出人数 一般 学生 児童 合計
貸出人数

（1月あたり平均）

R3年度
（4月～7月）

19,212 563 2,231 22,006 5,502

R4年度
（4月～9月）

58,214 2,594 7,098 67,906 11,318

旧図書館
の1.9倍

旧図書館
の2.1倍

１１月は約6,500人
が訪れている
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駅周辺のゾーニング（機能配置）や各建物のイメージ
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• 老朽化した建物や低未利用地の高度利用

• 駅周辺での人中心の空間（ウォーカブル広場）
の整備

• 駅前交通広場の再編（交通空間の縮小）

• ベルデモール（商店街）等のウォーカブル軸へ
の切り替え（歩行者優先、専用）

駅周辺における整備の基本的な考え方
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公共公益機能の集約化と
商業等による賑わいの核
（公共公益機能、
商業・業務・居住、
駐車場）

ウォーカブル
広場

交通広場
（公共交通+一般）

民間活力による
賑わいの誘導

先導的な民間活力による
賑わいの誘導
（低層商業・上部住宅）

民間活力による
賑わいの誘導

ウォーカブル軸
ほこみち活用

ウォーカブル軸
ほこみち活用

ウォーカブル軸
ほこみち活用

交通広場
（一般） 交通広場

（公共交通+一般）

東西道路の整備

ウォーカブル広場イメージ

ほこみちイメージ

再整備イメージ

低層部の
賑わいを巡る
歩行者動線

民間開発の誘導

民間開発の誘導

JR加古川駅周辺のゾーニング及び整備イメージ（案）
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行政手続のために単に人が集まるではなく、市民の能動的活動につながる公共サービス

市民が主役となった活動・取組への支援、日常生活に＋αを！が可能となる

新たな公共空間の創出

貸館機
能

・市民活動推進課

・国際交流

センター

・男女共同参画

センター

図書館

市民会館（ホール機能）

興行やイベント等による集客と周辺
施設での滞在とその波及効果を期待

既存の施設

新たな機能の追加！

・大ホール（1000席規模）

・小ホール（300～500席規模）

・その他施設（練習室など）

※再整備の内容により変化します

駅周辺の公共施設のイメージ
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カピル２１ビルの再整備構想イメージ
商業施設、住宅棟、公共機能（現在の図書館や子育て支援プラザ、貸館機能、行政窓口＋市民会館のホール機能）とこれらに付随する駐車場

図書館やホール機能の集客と商業機能の魅力、駅広場の新たな滞在空間を活かした新たなまちづくり

加古川市の顔となる新たな複合施設

集

買
楽

住

育

学

高品質の住宅供給

子育てのしやすい環境

駅前での新たな楽しみ
生涯を通じた学びの場

暮らしの利便性を高める店舗

人々の集まる新たな広場

※再整備の内容により変化します

カピル21ビルの再整備のイメージ
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サンライズビルの再整備構想イメージ
既存テナントなどのリニューアルと新規テナントの融合及び、業務系用途の可能性なども踏まえたカピル21ビルとのツインタワーを形成

駅広場を囲みカピル21ビルとの双璧をなす新たな施設

食 学

働

子育て世代の要望をかなえる学びの場の提供若者が求める食の楽しみの場の提供

新たな働き方を提供するオフィス医 暮らしの質を高める医療の提供

※再整備の内容により変化します

サンライズビルでの再整備のイメージ
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３１街区開発構想イメージ
駅周辺の再整備のトップバッターとして民間活力による開発を誘導し、駅周辺整備に関する機運を高める

駅周辺の再整備の先導的な建物

憩 買

住

駅前での新たな憩いの場の提供
日常生活を便利・豊かにする店舗の誘導

利便性の高い住宅によるファミリー層の獲得

３１街区の開発事業のイメージ
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交通の結節点として、バス、タク
シー、自家用車、自転車等の交
通を結節・収容し、円滑に安全
に処理する機能（交通機能）

交通結節点機能

都市として提供される交流、滞
留、景観、防災等の機能

人中心の広場機能

交通機能 交流機能

休憩機能

景観機能

調布駅

鎌ヶ谷駅

日向駅

駅前広場の機能とは

加古川駅

防災機能

滞留機能

渋谷駅

さいたま市

駅前広場として求められる機能

17



第１ステージ
（一般には５～７年）

・カピル21ビル、サ
ンライズビルの権利
者意向把握

・再整備に向けた
合意形成

・準備組合設立
・建物基本計画作成

・（仮）駅周辺まちづ
くり検討会の開催

・駅周辺の都市計画の
基本設計など

・３１街区の先行開発
に向けた準備

・駅周辺の将来ビジョ
ンの共有と官民連携
に向けた組織づくり

第２ステージ
（一般には５～７年）

・サンライズビル
（又はカピル２１
ビル）の建替

※権利者合意形成要

・３１街区の開発
・駅前広場等の整備
（部分的）

・駅周辺の将来ビジョ
ンに基づく官民連携
による各種取組の
実施

第３ステージ
（一般には５～７年）

・カピル２１ビル
（又はサンライズ
ビル）の建替

※権利者合意形成要

・駅前広場等の整備
（全体整備）

・駅周辺の将来ビジョ
ンに基づく官民連携
による各種取組の
実施

・駅周辺エリアマネジ
メント組織の設立

サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ル
（
又
は
カ
ピ
ル
２
１
ビ
ル
）
の
完
成
・
駅
広
場
の
整
備

※注：権利者の合意形成の状況により事業期間は大きく変動します

駅
周
辺
都
市
計
画
決
定

事業スケジュール（案）

★参考：サンライズビル
S45基本計画⇒S53都市計画決定
都市計画決定まで８年

サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ル
（
又
は
カ
ピ
ル
２
１
ビ
ル
）
の
完
成

法定再開発事業
としての事業実施
を目指す
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整備イメージ
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駅周辺整備イメージ図

（注）関係機関等との今後の協議により変更の可能性があります 20



駅周辺整備イメージ図

（注）関係機関等との今後の協議により変更の可能性があります 21



駅周辺整備イメージ図

（注）関係機関等との今後の協議により変更の可能性があります 22



多種多様な施策による
加古川市ならではの魅力向上

※再整備の内容により変化します

今後の加古川市のイメージ

日岡山公園の再整備

みとろフルーツパークの整備

権現総合公園の整備

かわまちづくり計画の推進

JR加古川駅周辺の再整備

その他の施策
・産業用地創出
・副都心におけるJR連立事業
・スマートシティへの取組
・安全安心のまちづくり
（見守りカメラなど）

・デジタル技術を活用した
学習環境の充実

・駅周辺のエリアマネジメント
・市街化調整区域のまちづくり

～ 幸せを実感できるまちへ ～
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